
　

独
立
行
政
法
人
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー（
現

教
職
員
支
援
機
構
）
が
行
う
「
新
た
な
学

び
に
関
す
る
教
員
の
資
質
能
力
向
上
の
た

め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、子
ど
も
の
主
体

的
・
協
働
的
な
学
び
や
、
そ
の
実
現
の
た

め
の
指
導
法
な
ど
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、教
師
の
指
導
力
向
上
を
図
る
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
築
を
目
指
す
事
業
だ
。
期
間

は
２
０
１
５
年
度
か
ら
３
年
間
で
、
現
在
、

11
の
自
治
体
が
研
究
委
嘱
を
受
け
て
い
る
。

　

そ
の
１
つ
で
あ
る
福
岡
県
は
、
県
立
高

校
７
校
と
県
立
中
等
教
育
学
校
１
校
が
、

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
教
育
セ

ン
タ
ー
）
や
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
研
究

を
進
め
て
い
る
（
図
１
）。
研
究
委
嘱
に
よ

り
同
機
構
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
福
岡
県
教

育
庁
教
育
振
興
部
高
校
教
育
課
の
鬼お

に
つ
か塚
晋

吾
指
導
主
事
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
エ

ン
ト
リ
ー
し
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
当
時
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ（
以

下
、
Ａ
Ｌ
）
と
い
う
言
葉
が
出
始
め
た
ば

か
り
で
、
私
た
ち
指
導
主
事
も
そ
れ
が
ど

う
い
っ
た
学
び
な
の
か
深
く
理
解
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
後
そ
う
し

た
方
向
に
教
育
が
進
む
の
で
あ
れ
ば
、
今

か
ら
着
手
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
研
究
を

機
に
、
各
校
の
授
業
改
善
を
活
性
化
さ
せ

た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

研
究
開
発
校
は
、
学
科
の
種
類
や
卒
業

後
の
進
路
、
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が

ら
決
定
。
各
校
が
連
携
す
る
大
学
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
や
研
究
内
容
に
応
じ
て
検

討
し
た
。
例
え
ば
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
テ
ー

マ
に
し
た
高
校
に
は
情
報
技
術
系
の
大
学

教
員
を
、
生
徒
指
導
が
課
題
だ
っ
た
高
校

に
は
教
育
心
理
学
の
大
学
教
員
を
、
ビ
ジ

ネ
ス
系
学
科
が
あ
る
高
校
に
は
経
営
学
の

大
学
教
員
を
連
携
先
と
し
て
打
診
し
た
。

　
「
授
業
改
善
と
い
う
と
教
育
学
部
の
研
究

者
が
連
携
先
に
挙
が
り
や
す
い
で
す
が
、

生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力

を
育
む
と
い
う
点
を
最
優
先
に
考
え
、
連

福岡県立学校「新たな学びプロジェクト」

体験中心の発表会や研修で、
新たな学びの裾野を広げる
福岡県は、2015年度に独立行政法人教員研修センター（現：教職員支援機構）より

「新たな学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェクト」の推進地域の委嘱を受け、
アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善の研究を進めている。

「志は高く、ハードルは低く」を合いことばに、
県立高校７校・県立中等教育学校１校の実践内容を全県に広げることが目的だ。

事業を主導する福岡県教育委員会と福岡県教育センターに実践内容とその成果を聞くとともに、
2017年12月に行われた実践発表会の模様をリポートする。

＊プロフィールは2018年 3月時点のものです

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　
教
育
経
営
部

教
育
経
営
班
　
主
任
指
導
主
事
（
総
括
）

髙
野
朝
幸
　
た
か
の
・
と
も
ゆ
き

福
岡
県
立
高
校
教
頭
を
経
て
、２
０
１
７

年
度
か
ら
現
職
。

福
岡
県
教
育
セ
ン
タ
ー
　
教
育
指
導
部

教
科
教
育
班
　
主
任
指
導
主
事

瓜
生
純
子
　
う
り
う
・
じ
ゅ
ん
こ

福
岡
県
立
高
校
主
幹
教
諭
を
経
て
、

２
０
１
５
年
度
か
ら
現
職
。

福
岡
県
教
育
庁
　
教
育
振
興
部

高
校
教
育
課
　
指
導
主
事

鬼
塚
晋
吾
　
お
に
つ
か
・
し
ん
ご

（
独
）
教
職
員
支
援
機
構
派
遣
を
経
て
、

２
０
１
７
年
度
か
ら
現
職
。

今
後
の
教
育
の
方
向
性
を
見
据
え
、

全
県
で
授
業
改
善
を
図
る

事
業
概
要
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携
先
を
探
し
ま
し
た
」（
鬼
塚
指
導
主
事
）

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
運
営
は
福
岡
県

教
育
委
員
会
が
担
当
し
、現
場
へ
の
支
援
は

教
育
セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
げ
た
特
命
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
行
う
。
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
は
12
〜
14
人
（
年
度
に
よ
り
変
動
）

で
、
部
や
班
を
超
え
て
任
命
さ
れ
た
指
導

主
事
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
指
導
部
の
瓜う

り

生う

純じ
ゅ
ん

子こ

主
任
指
導
主
事

は
、
部
班
を
超
え
た
メ
ン
バ
ー
で
チ
ー
ム

を
組
む
こ
と
の
強
み
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
メ
ン
バ
ー
は
、
各
自
が
担
当
す
る
教

科
や
研
修
等
に
お
け
る
通
常
業
務
を
行
い

つ
つ
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
推
進
し
ま
す
。

現
場
の
悩
み
や
初
任
者
が
抱
く
疑
問
な
ど
、

通
常
業
務
で
吸
い
上
げ
た
様
々
な
課
題
を

チ
ー
ム
内
で
共
有
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

実
行
計
画
を
立
て
る
こ
と
で
、
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
学
校
を
支
援
で
き
ま
し
た
」

　

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
に
特
別
支
援
学
校
や

中
学
校
を
担
当
す
る
指
導
主
事
が
い
た
こ

と
で
、
チ
ー
ム
全
体
の
視
野
が
広
が
っ
た
。

例
え
ば
、
特
別
支
援
教
育
の
観
点
で
考
え
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
の
視
点
で
授

業
改
善
を
行
っ
た
学
校
も
あ
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
週
１
回
の
チ
ー
ム
会
議
を
主

体
的
・
対
話
的
で
協
働
的
な
場
と
し
た
こ

と
も
特
徴
的
だ
（
写
真
１
）。
例
え
ば
、
各

自
が
関
心
を
持
っ
た
外
部
研
修
に
参
加
し
、

そ
こ
で
得
た
成
果
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や

付ふ

箋せ
ん

を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
共
有

す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　　

研
究
開
発
校
の
研
究
実
践
は
、
各
校
が

自
校
の
教
育
目
標
や
課
題
に
応
じ
て
進
め
、

状
況
に
応
じ
て
特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
が
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
す
べ
て
の
研

究
開
発
校
と
連
携
先
の
大
学
、
教
育
セ
ン

タ
ー
、
県
教
育
委
員
会
が
集
ま
る
研
究
推

進
協
議
会
を
年
３
回
行
い
、
各
校
の
実
践

や
教
育
動
向
な
ど
を
共
有
し
た
。

　

大
学
と
の
連
携
は
、取
り
組
み
を
進
め
る

上
で
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
研
究
開
発
校

の
１
つ
で
あ
る
田
川
高
校
の
教
頭
だ
っ
た

写真１　２月に行われたチーム会議では、授業改善の
到達度を測るルーブリックの作成に向け、３つの班に
分かれて話し合った。ＫＪ法などを活用して評価の要
素を整理し、まとめた内容を班ごとに発表した。

研究開発校 2017年度の研究開発テーマ 連携大学

福岡県立北筑高校 論理的に説明する力を育む授業改善
の研究 福岡教育大学

福岡県立折尾高校 評価法を基軸とした新しいＡＬ型授
業の開発とＡＬの地域普及について

北九州市立
大学

福岡県立福岡高校
ＩＣＴを活用したバラエティーあふ
れる福岡高校オリジナルのアクティ
ブ・ラーニングの開発

九州大学

福岡県立糸島高校 ＩＣＴを活用した21世紀型授業を
取り入れた授業力向上の取組 九州大学

福岡県立
朝倉光陽高校

生活指導と基礎学力の定着を一体と
する授業改善の研究 福岡教育大学

福岡県立田川高校 主体的な学びの土台を作る田川アク
ティブ・ラーニング 九州工業大学

福岡県立光陵高校＊１ 能動的学習による基礎的・基本的学
力定着のための授業改善 福岡教育大学

福岡県立輝翔館
中等教育学校＊１

ＩＣＴを利用して生徒の知識の活用
力を高めるアクティブ・ラーニング 久留米大学

＊１　光陵高校と輝翔館中等教育学校は2016年度から研究開発校。
＊福岡県教育センター提供資料を基に編集部で作成

図１ 福岡県立学校「新たな学びプロジェクト」研究開発校

福岡県教育センターでは、事業内容によって、部班を超えたチームを結成し、事業を進めている。
メンバーの担当教科や職務が異なることが、チームに多様な気づきをもたらし、現場支援の充
実に結びついている。

特命プロジェクトチームのメンバー

部
班
を
超
え
た
メ
ン
バ
ー
の

知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
支
援

推
進
体
制

専
門
の
研
究
者
か
ら
の
価
値
づ
け
が

現
場
の
自
信
に
つ
な
が
る

大
学
と
連
携
し
た
研
究
実
践
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髙
野
朝
幸
主
任
指
導
主
事
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
連
携
先
の
大
学
教
員
が
Ａ
Ｌ
の
素
材
と

し
て
挙
げ
た
中
に
、
小
テ
ス
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
慣
れ
親
し
ん
だ
素
材
も
活
用
で
き

る
と
知
り
、
Ａ
Ｌ
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
一
気

に
下
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
授
業
で
褒
め

て
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
専
門
家
か
ら

自
分
た
ち
の
指
導
を
価
値
づ
け
ら
れ
た
こ

と
で
、
自
信
が
つ
き
ま
し
た
」　

　

大
学
教
員
な
ら
で
は
と
言
え
る
、
大
学

入
学
後
や
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
据
え

た
ア
ド
バ
イ
ス
も
、
授
業
改
善
の
必
要
性

を
見
い
だ
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　
「
大
学
で
は
、
Ａ
Ｌ
の
視
点
を
取
り
入
れ

た
授
業
が
増
え
て
お
り
、
円
形
テ
ー
ブ
ル

や
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
な
ど
を
備
え
た
教
室

が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
、そ
う
し
た
環

境
に
生
徒
が
置
か
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

高
校
で
も
授
業
の
転
換
が
必
要
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
就
職
活
動
を
支

援
す
る
大
学
教
員
は
、
社
会
で
必
要
と
さ

れ
る
資
質
・
能
力
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
視
点
で
の
助
言
は
説
得
力
が

あ
り
ま
し
た
」（
髙
野
主
任
指
導
主
事
）

　

そ
う
し
た
大
学
と
高
校
の
連
携
が
実
現

し
た
の
は
、
研
究
推
進
協
議
会
な
ど
で
繰
り

返
し
伝
え
て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
が

大
学
側
に
も
浸
透
し
た
か
ら
で
は
な
い
か

と
、
瓜
生
主
任
指
導
主
事
は
考
え
て
い
る
。

　

事
業
の
目
標
の
１
つ
と
し
て
、
18
年
度

ま
で
に
全
県
立
学
校
に
Ａ
Ｌ
の
視
点
か
ら

の
授
業
改
善
を
広
め
る
こ
と
を
掲
げ
、
研

究
開
発
校
の
実
践
内
容
の
普
及
に
も
力
を

入
れ
た
。
各
研
究
開
発
校
が
自
校
で
の
公

開
授
業
を
年
２
回
、
全
研
究
開
発
校
が
集

ま
る
実
践
発
表
会
を
年
１
回
開
い
て
い
る
。

　

公
開
授
業
の
案
内
は
、
全
県
立
学
校
の

ほ
か
に
、
近
隣
の
中
学
校
に
も
行
う
。

　
「
大
勢
の
先
生
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、多
様
な
視
点
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
、
授

業
改
善
へ
の
意
欲
も
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。

学
校
を
外
に
開
き
、
一
緒
に
学
ぶ
こ
と
で
、

学
校
が
活
性
化
す
る
と
い
っ
た
相
乗
効
果

が
あ
り
ま
し
た
」（
髙
野
主
任
指
導
主
事
）

　

実
践
発
表
会
に
は
、
全
県
立
高
校
・
中

等
教
育
学
校
か
ら
各
２
人
が
参
加
し
、
発

表
会
を
通
じ
た
自
身
の
学
び
・
気
づ
き
を

自
校
の
教
師
に
共
有
す
る
役
割
を
担
う
。

研
究
開
発
校
の
分
科
会
は
、
参
加
者
が
模

擬
授
業
を
受
け
る
な
ど
の
体
験
型
に
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
全
体
会
で
は
、
分
科
会

で
の
学
び
や
気
づ
き
な
ど
を
基
に
、
自
身

の
授
業
改
善
に
つ
い
て
発
表
し
合
う
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
（
図
２
）。

　

そ
の
よ
う
な
体
験
型
の
研
修
と
す
る
こ

と
で
、
参
加
者
に
と
っ
て
は
、
そ
の
実
践

の
よ
さ
を
体
感
的
に
理
解
で
き
、
自
分
の

指
導
に
置
き
換
え
や
す
く
な
る
。
参
加
者

か
ら
、「
今
ま
で
受
け
た
研
修
の
中
で
一
番

楽
し
く
、身
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
っ

た
ほ
ど
だ
。
一
方
、
発
表
者
に
と
っ
て
は
、

参
加
者
の
反
応
が
直
接
伝
わ
り
、
改
善
点

を
つ
か
み
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
っ
た
。

　
「
皆
で
実
践
を
持
ち
寄
る
こ
と
で
、
多

様
な
指
導
法
を
知
り
、
そ
の
中
か
ら
自
分

に
合
っ
た
方
法
を
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
、

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
鬼
塚
指
導
主
事
）

　

特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
学

校
全
体
が
変
わ
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の

教
師
が
授
業
改
善
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
Ａ
Ｌ
の
視

点
か
ら
の
授
業
改
善
を
普
及
す
る
た
め
の

研
修
を
開
発
・
実
施
し
た
。

　

最
も
大
切
に
し
た
の
は
、
授
業
に
Ａ
Ｌ

の
視
点
を
取
り
入
れ
る
理
由
を
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
だ
。
メ
ン
バ
ー
が
中
央
教
育

審
議
会
の
答
申
や
関
連
の
書
籍
を
読
み
込

研究開発校の実践例

■福岡県立福岡高校［国語］
授業の流れの工夫　個人→協働→個人という順で活動し、個人の思
考の深化・統合を促す。
【例】　①前時の復習／教師の発問をペアで確認　②個人ワーク（５
分程度）　③グループで読解（15分程度）　④個人ワーク（５分程度）
／再度、個人で解答をまとめる。

ホワイトボードの活用　グループワークでは、小型のホワイトボー
ドに言葉・図・絵をかきながら共有させる。思考の視覚化は考えの
整理に有効で、手を動かすうちに、生徒自身が相手に伝わりやすい
表現方法を考え出していく。また、生徒の理解が不十分な点が見え
る化されるので、教師も指導のポイントをつかみやすい。

書画カメラの活用　生徒の解答を書画カメラで映し、解答を確認し
合ったり、足りない要素を指摘し合ったりする。拡大表示されるの
で見やすく、生徒は教師の話を集中して聞く。

■福岡県立朝倉光陽高校［日本史］
発問・活動の工夫　時代の異なる３つの歴史的事象を取り上げ、班
ごとにその事象の具体的な内容を調べて発表し、ほかの班の発表も
聞いた上で、３つの事象の共通点を探す。目標は、歴史的展開にお
ける歴史的事象の意味や意義を解釈できるようになること。単元の
終わりや時代の区切りなどに、考えさせる場として行う。
【例】　「大化の改新」「建武の新政」「明治維新」について、班内で
分担して、教科書や資料集などから各事象の情報を収集し、１枚の
シートにまとめる。知り得た内容を班で共有し、発表に向けて練習
する。３時間目に班ごとに発表し、共通点を探して、個人でワーク
シートにまとめる。

学年集会の進め方の工夫　生徒指導が重要な場面で、教師が話すだ
けでなく、グループで「なぜ、そうするのか」「なぜ、よいのか、
駄目なのか」を話し合わせ、生徒自身に考えさせ、気づきを促す。

参
加
者
が
す
ぐ
授
業
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
よ
う
、発
表
会
を
体
験
型
に

実
践
内
容
の
共
有

体
験
中
心
の
研
修
で

Ａ
Ｌ
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く
す
る

全
県
に
広
め
る
工
夫
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み
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
が
否
定
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
く
、
急
激
に
変
化
し
て
い
る

社
会
に
応
じ
て
、
授
業
も
改
善
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
説
明
し
た
。

　
「
授
業
改
善
を
一
方
的
に
求
め
る
と
、
現

場
は
否
定
的
な
思
い
を
抱
い
て
し
ま
い
ま

す
し
、何
の
た
め
の
Ａ
Ｌ
な
の
か
腑
に
落
ち

な
け
れ
ば
、
例
示
さ
れ
た
授
業
の
流
れ
を

単
に
な
ぞ
る
だ
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。
教

育
目
標
や
校
訓
に
即
し
た
生
徒
を
育
て
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
授
業
を
す
れ
ば
よ

い
の
か
を
、
各
校
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
問

い
か
け
て
い
ま
す
」（
瓜
生
主
任
指
導
主
事
）

　

そ
し
て
、
学
生
時
代
に
Ａ
Ｌ
の
視
点
を

取
り
入
れ
た
授
業
の
経
験
が
少
な
い
教
師

で
も
、授
業
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、
説

明
と
と
も
に
そ
れ
ら
を
体
験
す
る
場
を
設

け
た
。例
え
ば
、３
人
１
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、

Ａ
Ｌ
の
３
つ
の
方
法
を
ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊

２
）
で
共
有
し
た
後
、
各
自
、
授
業
で
取

り
入
れ
た
い
方
法
や
視
点
を
発
表
し
、
最

後
に
振
り
返
り
を
行
う
と
い
っ
た
内
容
だ
。

　
「
生
徒
が
自
分
の
言
葉
で
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
す
る
場
面
を
つ
く
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
と
伝
え
ま
し
た
。
授
業
の
最
後
の

５
分
間
に
振
り
返
り
の
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
行

う
の
も
Ａ
Ｌ
で
あ
り
、
学
習
の
ね
ら
い
に

よ
っ
て
は
講
義
中
心
の
Ａ
Ｌ
も
あ
り
う
る

と
説
明
し
ま
し
た
」（
瓜
生
主
任
指
導
主
事
）　

　

体
験
を
重
視
し
た
研
修
は
授
業
改
善
の

必
要
性
や
ポ
イ
ン
ト
に
気
づ
き
や
す
い
と

好
評
で
、
ど
の
学
校
で
も
参
加
者
は
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　
「
担
当
教
科
が
異
な
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ

を
組
む
と
、
他
教
科
の
指
導
の
様
子
が
分

か
り
、
教
科
の
枠
を
超
え
て
授
業
改
善
を

考
え
ら
れ
る
と
い
う
効
果
も
あ
り
ま
し
た
」

（
髙
野
主
任
指
導
主
事
）

　

そ
う
し
た
評
判
が
県
内
に
広
ま
り
、
任

意
の
研
修
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
し
込
み
が

増
え
、
３
年
間
で
80
校
も
の
学
校
が
研
修

を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
初
任
者
研
修
や

教
職
５
年
研
修
な
ど
に
も
、
同
様
の
研
修

内
容
を
盛
り
込
み
、
Ａ
Ｌ
の
視
点
か
ら
の

授
業
改
善
の
裾
野
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、実
践
の
評
価
指
標
を
作

成
し
て
各
校
の
成
果
を
可
視
化
し
、
さ
ら

な
る
授
業
改
善
の
普
及
に
つ
な
げ
る
こ
と

だ
。
実
践
発
表
会
で
研
究
開
発
校
以
外
の

高
校
が
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
し
た
り
、県
外
か

ら
の
視
察
が
増
え
た
り
す
る
な
ど
、
手
応

え
は
得
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、17
年
度
か
ら

は
、研
究
開
発
校
以
外
の
実
践
を
紹
介
す
る

「
ふ
く
お
か
Ａ
Ｌ
通
信
」を
発
信
し
て
い
る
。

　
「
社
会
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、
学
習
観

や
指
導
観
も
変
え
て
い
く
べ
き
点
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
１
人
で
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
部
の
教
師
だ

け
で
な
く
学
校
全
体
で
、
そ
し
て
校
内
だ

け
で
な
く
学
校
を
超
え
た
形
で
授
業
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
大
き
な
変
化
を
起

こ
せ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
学
び
合
う
文

化
を
県
全
体
で
築
き
、
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
を
実
現
す
る
授
業
改
善
が
す

べ
て
の
学
校
・
先
生
方
に
広
ま
る
よ
う
、

各
校
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
瓜
生
主
任
指
導
主
事
）

写真２　研究開発校以外の７校が、自校の実践を
ポスターで発表。自主的に発表した高校のほか、
よい実践を行っている学校として高校教育課から
依頼された高校が発表した。

写真４　全体会でも、席が近い者同士で４～５
人のグループとなり、自分自身や学校全体での
授業改善の実践内容を発表し、共有し合った。

写真３　研究開発校による分科会では、国語
や英語、保健体育や家庭など、様々な教科の
実践が発表された。模擬授業を行い、実際に
授業で行った指導法を体験してもらう分科
会も多かった。

図２ 「新たな学びプロジェクト」実践発表会（2017年12月開催）
実践発表会には、県外の高校３校も含めた109校から170人あまりが参加。2015年度の１
回目から活動的要素を取り入れ、参加者がただ話を聞くのではなく、研究開発校が実践した
多様なＡＬを体験的に学べるようにしている。

福岡県立学校「新たな学びプロジェクト」

＊２　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の1つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、そこ
で得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の3つの活動から成る。

県
全
体
で
学
び
合
う
文
化
を
築
き
、

授
業
改
善
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る

成
果
と
課
題
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